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①市内循環バスの臨時運行

②交通拠点の機能強化(ベンチ・待合所の設置・更新)

③「うきしろ号」の利用促進事業

④「うきしろ号」のアップデート
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3①市内循環バスの臨時運行

５月４日（月・祝）開催の「第４１回 さきたま火祭り」において、市内循環バス観光拠点循環コース
の臨時便の運行を実施しました。当日は、約６０,０００人が来場し、盛り上がりを見せました。

臨時便の概要

時刻表と乗車人数

周知方法

・さきたま火祭りの終了時刻（２０時）に合わせて観光拠点循環コースの通常運行終了後に臨時便を
２便運行

・埼玉古墳公園発、JR行田駅着の直通運行。途中のバス停には停車しない。
・運賃は１回２００円（通常の市内循環バス運賃と同額）

埼玉古墳公園
発

JR行田駅着 乗車実績
【参考】
昨年度実績

臨時１便 １９時５０分 ２０時１０分 ２０人 ２６人

臨時２便 ２０時４０分 ２１時００分 ２５人 １２人

・バス車内、停留所掲示 ・パンフレット掲載 ・市ＨＰ掲載

来年度以降も要請があれば臨時運行を実施していきたい バス車内・停留所に掲示した案内



②交通拠点の機能強化(ベンチ・待合所の設置・更新) 4

「市民の移動手段を自家用車から公共交通へと転換」

「公共交通網を便利に利用するためには、地域拠点や乗継
拠点の待合環境の向上等、交通拠点の充実が不可欠」

「駅前の整備、観光案内所としても機能する忍城バスターミナ
ルをはじめとした公共施設や医療施設等の市内主要施設の
交通拠点としての活用や機能強化、様々な移動手段との
連携方策等について検討・実施」

行田市地域公共交通計画
「施策７ 移動しやすいネットワーク形成のための交通拠点の確保」
で掲げている内容は

交通拠点の機能強化の一環として、より利用しやすい
環境づくりを行っていく



ベンチ、待合所を新規設置する場合の考え方
乗降者数が多い停留所へ優先して設置
・ベンチ
乗降者数カウントシステムにより把握する各停留所毎の乗降人数が多い場所を優先
・待合所
①複数の路線や、他の交通モード(鉄道、シェアサイクル)と接続する停留所
②大きな医療施設や商業施設などのそばに隣接する停留所

既設ベンチを更新する場合の考え方
老朽化が激しい物から計画的に更新していく
※５年間で３０箇所の更新を見込む

待合所ベンチ●ベンチ・待合所の設置・更新計画(予定)

現在数 R8 R9 R10 R11 R12 R13 合計

ベンチ ３０
新設 ７ ２ ２ ２ ２ ２

４７
更新 ０ ６ ６ ６ ６ ６

待合所 １６
新設 ２ 1 ０ 1 ０ 1

２１
更新 ０ ０ ０ ０ ０ ０

②ベンチ・待合所の設置・更新 5



・20歳未満の利用者登録は、登録者全体の約３％と少ない（R８.３月末時点）

→公共交通を日ごろから利用していないため、触れる機会がない

①課題

・小学生を対象に、夏休み期間中にうきしろ号を活用したポイ活を実施

・ポイント数に応じた記念品を贈呈することで、利用のきっかけづくりとしたい

③「うきしろ号」の利用促進事業

・うきしろ号の乗車体験を通じて、事業終了後の継続利用も期待できる

・小学生の両親や祖父母など、家族を含めた利用の増加につながる

・公共交通に対して、興味・関心を持ってもらうことを通じ、公共交通併用への第一歩へつなげたい

②事業の内容

公共交通に触れる機会が少ない小学生に対して利用するきっかけをつくる必要あり

祖父母と孫のお出かけなど、高齢者と一緒にうきしろ号を利用した場合には

Ｗポイントを付与して、高齢者の利用喚起も併せて行う

③効果
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対 象 者 市内に住民登録がある小学生３，０１９人（R８予定人数）

募 集 期 間
6月初旬に学校を通じて、利用者登録申請書を配布予定
→申請書の提出後、事業開始までにスタンプカードを配布

実 施 期 間 夏休み期間中（７月１８日（土）～８月３１日（月））

運 賃 ３００円➡１００円※（小学生のみ） ※差額を市が負担するため運賃協議不要

実 施 方 法

・利用者登録をした小学生全員にスタンプカードを配布

・うきしろ号に乗車するごとに、スタンプを１つ押印

・両親や祖父母と一緒に乗車した場合は、追加でスタンプを押印

・１０回、２０回など、スタンプ数に応じて記念品を贈呈

引 換 方 法 スタンプカードは、交通政策課窓口に提出いただき、後日、記念品を送付

そ の 他
子どもが利用しそうな学習塾・英会話教室・スポーツジム・ピアノ教室などの施設を
指定乗降場所に追加

③乗ってみよう！夏のおでかけ応援事業 7



③追加する指定乗降場所(４３か所)

種 類 施 設 名 所 在 地

学習塾

無限塾 行田校 本丸1-2

行田ゼミナール本校 忍2-14-20

国大セミナー行田市駅校 忍2-19-7

俊英館フレックス 行田中央校
忍2-19-1
清水ビル３F

秀和教育学院
忍2-2-15
ルナ・ヒルトン

ナビ個別指導学院 行田校
行田20-16
田島店舗

個別指導の明光義塾
行田中央教室

中央4-7

個別指導の明光義塾
行田駅前教室

壱里山町1-
30 堀口ビル
2階

個別指導のレイアップ 桜町3-7-10

ITTO個別指導学院
行田持田校

持田3-30-5

ＮＥＯアカデミー 持田4-6-8

スクールIE 行田佐間校 佐間1-5-12

林塾前谷校・谷郷校 前谷924-4

向学館 向町24-28

一橋ゼミナール行田校 持田1-1-27

○追加後の指定乗降場所数 ： ８２８か所

○追加日 ： 令和８年７月１日(水) 更新

8

種 類 施 設 名 所 在 地

学習塾

リンク学院 矢場2-8

野口塾中央教室 中央23-11

公文式 持田二丁目教室 持田2-11-20

公文式 荒木教室 荒木1453-2

公文式 行田さくら教室
富士見町2-27-
5

公文式 行田長野教室 長野4-21-10

公文式 行田南小前教室 佐間1-19-32

公文式 片原教室 埼玉3773

公文式 清水町教室 清水町4-12

公文式 行田中央教室 忍1丁目1-18-1

学研アシスト 行田長野教室 長野2-21-35

学研 佐間教室 佐間2-5-25

学研アシスト 行田持田教室 持田4-3-11

学研 門井教室 門井町3-5-20

学研 北新宿教室
壱里山町4-8フ
ジパレス行田壱
番館103号室

種 類 施 設 名 所 在 地

英会話 ペッピーキッズクラブ 行田教室 栄町3-3

ジム
フィットネスクラブBEST行田 押上町11-1

カーブス 行田 向町13-22

ピアノ

さちピアノ教室
門井町3-25-
20

リアンミュージックスクール 和田245

ヤマハ音楽教室 行田門井セン
ター

門井町2-4-8

わにわこどもの教室 北河原1178

矢部音楽教室 持田4-4-16

たなざわ音楽教室 下池守559-1

プログラミン
グ他

サイエンスゲーツ 行田みずしろ
教室

駒形1-9-21

商業施設
りらくる行田店 佐間１-23-12

カラオケまねきねこ行田店 行田26-9

福祉施設 グループホーム朝昼晩・持田ＩＣ 持田2232-3



④「うきしろ号」のアップデート

今後の
アップデート
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これまでに実施した見直し

うきしろ号の市外乗り入れ 乗入れ先地域の公共交通(路線バスやタクシー)への影響
を考慮しながら、市外乗り入れを進めていきたい



④市外乗り入れの考え方

《

✔

✔
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基本方針

〇 検討する乗り入れ先は、隣接自治体(熊谷・羽生・鴻巣)とする

〇 乗り入れ先は、利用者のニーズが高い医療機関で、市域から３ｋｍ圏内とする

乗り入れにあたっての留意点

✔ 遠方の場所への乗り入れは往復に時間を要する

→次の予約が取りにくくなる懸念あり

✔ 乗入れ先地域での路線バスやタクシーへの影響を考慮する必要あり

→乗客を奪ってしまう可能性があるため、対象施設が路線バスのバス停や鉄道駅から

至近に所在する場合は、運行事業者等の意向に十分配慮する必要がある

✔ 運賃は、現行と異なる金額を設定することを前提とする

→今後、当会議で案を提示しながら運賃部会で協議していく



11④市外乗り入れする場合の手順

[乗り入れ元]行田市 [乗り入れ先]Ｂ市

①乗り入れについて依頼

地域の公共交通事業者

②地域の交通事業者への影響などを考慮して
乗り入れの可否を検討

③乗り入れ可の回答

行田市地域公共交通会議 Ｂ市地域公共交通会議

④協議依頼

⑤行田市地域公共交通会議で乗り入れ希望の合意が得られれば、Ｂ市地域公共交通会議での協議を依頼

⑥協議依頼

⑦協議結果を通知（Ｂ市地域公共交通会議で合意が得られれば乗り入れ可）



スケジュール案

令和８年度

４～６月 ７～９月 １０～１２月 翌１～３月

②待合環境の整備
(ベンチ・待合所)

③うきしろ号の
利用促進事業

④うきしろ号の
市外乗り入れ

・パブリックコメント

[市]設置場所の選定

♦予約の締切時間の短縮・高齢者の付添いの見直しスケジュール♦

・運賃部会

・増車車両の運行開始[市]乗入の検討

[市]乗り入れ先自治体・事業者・医療機関等との調整

[市]周知(市報・HPなど)

[市]決定、[事]届出
・乗り入れ
開始

[市]設計・占用許可・建築許可手続

[市]入札・施工

公共交通会議

[市]市外運賃案のパブリックコメント
運賃部会
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[市][事]内容の協議

[市]市報・HP等での周知

[市]指定乗降場所追加

・事業実施

・共用
開始

公共交通会議

(乗り入れ先自治体への協議依頼、市外運賃案提示)


